
Title 都鄙にひらく≪玩具箱≫ : 『晩年』の中の「葉」
「玩具」

Author(s) 小澤, 純

Citation 太宰治スタディーズ. 2010, 3, p. 166-182

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/97702

rights

Note

Osaka University Knowledge Archive : OUKAOsaka University Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

Osaka University



��

�
�
�
�
�
�
	�

�
�
�
�
��
�
��
�

　
「
晩
年
」　
　
 
そ
の
背
表
紙
に
空
白
を
抱
え
た
書
物
に
刷
り
込
ま
れ
る

表
題
は
、
決
し
て
収
録
さ
れ
た
十
五
篇
の
内
の
一
篇
を
指
す
も
の
で
は
な

く
、
ま
た
諸
テ
ク
ス
ト
の
一
傾
向
を
指
す
の
み
で
も
な
く
、
一
冊
の
書
物

を
束
ね
る
象
徴
的
な
一
語
と
し
て
、
常
に
自
ら
の
在
り
方
を
最
表
層
か
ら

名
指
し
つ
つ
、
そ
の
意
味
の
収
束
す
る
〈
ふ
る
さ
と
〉
を
探
し
あ
ぐ
ね
て

い
る
。

　

太
宰
治
の
第
一
創
作
集
『
晩
年
』
は
、
一
九
三
六
年
六
月
に
砂
子
屋
書

房
か
ら
上
梓
さ
れ
た
。
小
説
に
辿
り
着
く
前
に
三
度
、「
晩
年
」
の
一
語
が

目
に
入
る
体
裁
を
取
る
。
巻
頭
の
「
葉
」
は
、
エ
ピ
グ
ラ
フ
の
後
に
「
死

な
う
と
思
つ
て
ゐ
た
。」
と
始
ま
り
、
確
か
に
「
晩
年
」
を
想
起
さ
せ
る
が
、

「
着
物
」
に
よ
っ
て
す
ぐ
に
「
生
き
て
ゐ
よ
う
」
と
翻
る
こ
と
に
な
り
、

以
後
、
諸
断
片
は
死
と
生
の
往
還
運
動
を
繰
り
返
す
。
そ
し
て
、
い
わ
ゆ

る
標
準
語
で
書
か
れ
た
断
片
に
紛
れ
、
突
如
、
文
末
に
「（
ふ
る
さ
と
の
言

葉
で
。）」
と
指
定
さ
れ
る
鄙
び
た
第
二
十
六
断
片
が
、
半
ば
過
ぎ
に
置
か

れ
る
の
だ
。
そ
こ
で
は
、「
も
く
ら
も
く
ら
」「
の
の
の
の
」と
、
独
特
な〈
ふ

る
さ
と
〉
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
が
多
用
さ
れ
、
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
の
引
用
で
始

ま
っ
た
前
衛
的
な
形
式
性
に
対
し
て
不
協
和
音
を
奏
で
る
。
し
か
し
続
く

小
断
片
「
た
つ
た
一
言
知
ら
せ
て
呉
れ
！�

N
everm

ore�

」﹇
二
度
と
再

び
…
し
な
い
﹈
は
、
そ
の
多
義
性
ゆ
え
に
暗
示
的
な
一
句
と
し
て
、
反
復

さ
れ
る
「
ず
お
ん
。」
の
語
感
に
宿
っ
た
磁
場
を
吹
き
飛
ば
し
、
架
空
の

〈
ふ
る
さ
と
〉
へ
の
回
帰
を
切
断
す
る
よ
う
に
、「
葉
」
の
結
末
に
向
か
っ

て
軽
み
と
速
度
を
増
幅
さ
せ
る
。
対
象
を
明
ら
か
に
し
な
い
ま
ま
再
来
／

再
発
を
禁
ず
る�

N
everm

ore�

の
反
響
が
、
書
物
全
体
に
貫
流
す
る

「
晩
年
」
の
一
語
に
も
響
き
、
裏
表
紙
に
刷
ら
れ
た
書
物
の
書
き
手
「
太

宰
治
」（
と
い
う
テ
ク
ス
ト
の
〈
ふ
る
さ
と
〉）
を
、『
晩
年
』
の
諸
テ
ク
ス

ト
に
散
在
す
る
〈
ふ
る
さ
と
〉
表
象
か
ら
遠
ざ
け
て
い
く
か
の
よ
う 
だ
。   
�
�
�

興
味
深
い
こ
と
に
、「
太
宰
治
」
が
テ
ク
ス
ト
内
に
初
登
場
す
る
「
ダ
ス
・

ゲ
マ
イ
ネ
」（「
文
藝
春
秋
」
一
九
三
五
・
一
〇
）
は
『
晩
年
』
に
収
め
ら
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れ
る
こ
と
な
く
、
一
九
三
五
年
三
月
に
起
き
た
「
太
宰
治
」
の
縊
死
未
遂

事
件
を
素
材
と
し
た
「
狂
言
の
神
」（「
東
陽
」
一
九
三
六
・
一
〇
）
は
未

だ
執
筆
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
う
い
え
ば
、
巻
頭
に
挿
入
さ
れ
た
肖
像
写
真

は
、「
太
宰
治
」
な
の
か
「
大
庭
葉
蔵
」
な
の
か
、「
僕
」
な
の
か
「
私
」

な
の
か
、
そ
も
そ
も
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
な
い
こ
と
自
体
を
問
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な 
い
。 
�
�
�

　

ま
た
、「
玩
具
」
が
「
作
品
」（
一
九
三
五
・
七
）
に
掲
載
さ
れ
た
と
き
、

「
葉
」
の
第
二
十
六
断
片
を
な
ぞ
る
よ
う
に
「
津
軽
の
言
葉
で
。」
と
指
定

す
る
「
雀
こ
」
は
、
目
次
に
明
記
さ
れ
な
い
ま
ま
、
あ
た
か
も
「
玩
具
」

の
諸
断
片
を
鎮
め
る
玩
具
置
場
の
よ
う
に
寄
り
添
っ
て
い
た
。
だ
が
『
晩

年
』
に
お
い
て
、「
雀
こ
」
は
十
五
の
創
作
中
、
前
半
七
作
目
に
独
立
し
て

配
さ
れ
、
切
り
離
さ
れ
た
「
玩
具
」
は
、
末
尾
に
「（
未
完
）」
と
付
け
加

え
ら
れ
、
後
半
十
三
作
目
に
再
配
置
さ
れ
た
。
周
知
の
よ
う
に
、「
葉
」
の

末
尾
と
「
玩
具
」
の
冒
頭
に
は
「
ど
う
に
か
、
な
る
。」
／
「
ど
う
に
か
な

る
。」
の
呼
応
が
あ
り
、
両
テ
ク
ス
ト
が
共
有
す
る
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
形
式
も

含
め
て
、『
晩
年
』
の
諸
テ
ク
ス
ト
に
遍
在
す
る
磁
場
の
両
極
と
し
て
、

「
葉
」
／
「
玩
具
」
を
そ
の
書
物
の
両
端
に
置
く
構
成
を
、
読
者
は
「
玩

具
」
の
冒
頭
に
辿
り
着
い
た
と
き
に
想
像
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

そ
の
末
尾
は
、
た
だ
「
祖
母
の
子
守
歌
」
に
対
し
て
「
そ
の
余
の
言
葉
は

な
く
も
が
な
。（
未
完
）」
と
、「
生
家
」
と
い
う
〈
ふ
る
さ
と
〉
に
お
い
て

「
言
葉
」
の
行
く
先
を
見
失
い
探
し
あ
ぐ
ね
、
断
片
化
さ
れ
た
ま
ま
「
未

完
」
を
迎
え
、
さ
ら
に
、「
陰
火
」
と
「
め
く
ら
草
紙
」
が
、
締
ま
り
な
く

控
え
て
い
る
の
だ
。
こ
の
「
未
完
」
の
二
文
字
は
、「
玩
具
」
の
み
な
ら
ず
、

〈
ふ
る
さ
と
〉
の
在
り
処
だ
っ
た
「
雀
こ
」
を
顛
倒
さ
せ
、「
葉
」
／
「
玩

具
」
の
狭
間
に
綴
じ
込
む
『
晩
年
』
全
体
へ
と
向
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
か
つ
て
奥
野
健
男
が
「
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
を
詩
的
精
神
に
よ
っ
て
排

列
し
た
も 
の
」   
と
説
い
た
「
葉
」
の
方
法
意
識
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
会
に

�
�
�

発
表
さ
れ
た
諸
テ
ク
ス
ト
を
再
編
成
し
た
、『
晩
年
』
と
い
う
書
物
全
体
を

把
握
す
る
鍵
と
な
る
。
東
郷
克
美
は
、「
葉
」
に
つ
い
て
「
作
家
以
前
の
習

作
の
断
簡
を
こ
れ
も
構
成
的
に
配
列
し
た
も
の
だ
が
、
見
方
に
よ
れ
ば
、

「
晩
年
」
全
体
の
構
成
も
、
こ
の
「
葉
」
の
構
成
意
識
の
変
奏
と
み
ら
れ

な
く
は
な
い
」と
敷
衍
し
た 
が
、   
関
井
光
男
は「
葉
」に
ブ
リ
コ
ラ
ー
ジ
ュ

�
�
�

の
方
法
を
読
み
、『
晩
年
』
に
、
テ
ク
ス
ト
の
諸
要
素
を
再
構
成
す
る
モ
ン

タ
ー
ジ
ュ
の
手
法
を
捉
え 
る
。 
�
�
�

　

な
ぜ
、『
晩
年
』
は
、
こ
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
た
の
か
。
例
え
ば
渡
部
芳

紀
は
、「
道
化
の
華
」
を
中
心
に
据
え
「
虚
の
世
界
の
な
か
に
〈
永
遠
の
愛

と
悲
し
み
〉
を
、
真
善
美
を
表
」
す
主
調
音
を
聴
き
取 
り
、   
鳥
居
邦
朗
は
、

�
�
�

配
列
順
に
「
自
伝
的
作
品
」「
客
観
的
手
法
」「
小
説
方
法
模
索
の
作
品
」

と
分
割
し
て
考
察
を
加
え 
る
。   
ま
た
安
藤
宏
は
、
作
ご
と
の
書
き
分
け
を

�
�
�

一
旦
括
弧
に
く
く
り
、
前
半
に
「
郷
愁
」
と
「
逃
避
」
の
方
法
、
後
半
に

「
演
技
・
嘘
」
の
方
法
を
見
出
し
、「〈
ひ
し
が
れ
た
自
尊
心
〉
の
悲
哀
」

と
「
作
者
自
ら
の
自
意
識
と
不
安
」
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
く
モ
チ
ー
フ
を

抽
出
し
て
示
唆
に
富 
む
。 
�
�
�

　

本
論
は
、「
葉
」
／
「
玩
具
」
の
相
関
性
と
差
異
を
手
掛
か
り
に
、『
晩

年
』
に
貫
流
す
る
、
仮
構
さ
れ
た
〝
都
鄙
〞
の
遠
近
法
に
つ
い
て
考
察
す

る
。
米
英
の
�
都
�
と
�
鄙
�
を
漂
泊
し
た
詩
人
ポ
ー
の
「
大
鴉
」
を
想

���



起
さ
せ
る�

N
everm

ore�

は
、「
葉
」
の
諸
断
片
に
、『
晩
年
』
全
体
に

響
き
渡
り
な
が
ら
、
ど
こ
へ
と
吹
き
抜
け
て
い
っ
た
の
か
。�

N
everm

o

re�
が
再
び
持
ち
出
さ
れ
、〈
ふ
る
さ
と
〉
と
の
疎
外
感
が
増
幅
さ
れ
、「
才

能
」
よ
り
も
「
作
者
の
晩
年
」
こ
そ
が
「
ひ
と
に
憩
ひ
を
与
へ
、
光
明
を

投
げ
て
や
る
や
う
な
作
品
」
を
生
む
条
件
だ
と
告
げ
ら
れ
る
第
九
篇
「
猿

面
冠
者
」
が
、
直
前
の
「
道
化
の
華
」
と
と
も
に
『
晩
年
』
の
分
水
嶺
と

な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
し
て
「
墓
標
」
と
し
て
の
「
猿
面

冠
者
」
の
「
題
」
が
「
書
き
か
け
の
原
稿
用
紙
」
に
冠
さ
れ
た
後
（
そ
れ

は
「
地
球
図
」
冒
頭
に
あ
る
「
シ
ロ
オ
テ
の
墓
標
」
の
完
結
性
へ
と
異
議

を
差
し
挟
む
）、『
晩
年
』
後
半
の
テ
ク
ス
ト
は
、
文
字
通
り
「
逆
行
」
を

多
岐
に
亘
り
試
み
始
め
る
が
、「
玩
具
」
諸
断
片
に
お
け
る
原
初
の
記
憶
へ

の
遡
行
が
、「
未
完
」
の
ま
ま
潰
え
る
の
は
見
逃
せ
な
い
。「
め
く
ら
草
紙
」

の
末
尾
で
は
「
読
者
と
別
れ
る
」
こ
と
へ
の
言
及
と
、「
心
に
も
な
き
ふ
や

け
た
描
写
を
一
行
、
否
、
一
句
だ
に
し
な
か
つ
た
こ
と
」へ
の
矜
持
に
よ
っ

て
「
さ
ら
ば
、
行
け
！
」
の
掛
け
声
が
響
き
、
鉤
括
弧
を
付
し
た
「
こ
の

水
や
、
君
の
器
に
し
た
が
ふ
だ
ら
う
。」と
い
う
企
投
に
よ
っ
て『
晩
年
』は

終
わ
る
。
そ
し
て
、
裏
表
紙
に
「
太
宰
治
」
の
署
名
が
取
り
残
さ
れ
る
。

　
「
こ
の
水
」
の
行
方
を
追
う
こ
と
は
、
翻
れ
ば
「
水
」
が
去
っ
た
後
の

「
皺
」（『
晩
年
』
の
諸
テ
ク
ス
ト
に
散
見
さ
れ
る
）
を
凝
視
す
る
こ
と
に

他
な
ら
な
い
が
、「
ふ
や
け
た
描
写
」
を
峻
拒
す
る
「
心
」
と
、「
水
」
の

行
き
先
と
し
て
の
「
君
の
器
」
に
思
い
至
り
擱
筆
す
る
こ
の
末
尾
を
、
同

時
に 『
晩
年
』 
の
末
尾
と
し
て
重
ね
合
わ
せ
、  
書
物
に
横
溢
す
る
�
世
界
�

像
を
読
み
解
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
「
葉
」
に
揺
曳
す
る

�
都
�
の
作
家
・
芥
川
龍
之
介 　
　
 
最
晩
年
、
ポ
ー
を
「
故
郷
に
入
れ
ら

れ
な
か
つ
た
」詩
人
と
記
し 
た  　
　
 
の
幻
像
に
つ
い
て
考
察
す
る
必
要
が

�
�
�

あ
る
。

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


　
「
葉
」
の
第
四
、
五
、
六
断
片
は
旧
作
「
彼
等
と
其
の
い
と
し
き
母
」

（「
細
胞
文
藝
」
一
九
二
八
・
八
）
を
寸
断
し
、
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
そ
の
根
底
に
、
芥
川
の
影
響
が
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る 
が
、   
大
久

�
�

��
�

�

保
典
夫
は
、「
葉
」
の
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
形
式
自
体
を
、「
或
阿
呆
の
一
生
」

（「
改
造
」
一
九
二
七
・
一
〇
）
等
、
芥
川
最
晩
年
の
諸
テ
ク
ス
ト
と
関
連

さ
せ
て
い 
る
。   
続
く
第
七
断
片
「
白
状
し
給
へ
。
え
？　

誰
の
真
似
な

�
�

��
�

�

の
？
」
を
受
け
て
か
、
第
九
の
断
片
で
は
芥
川
「
雛
」（「
中
央
公
論
」
一

九
二
三
・
三
）
か
ら
の
「
影
響
」
を
明
示
し
た
う
え
で
旧
作
「
哀
蚊
」（「
弘

高
新
聞
」
一
九
二
九
・
五
・
一
三
）
を
引
用
す
る
。

　

彼
は
十
九
歳
の
冬
、「
哀
蚊
」
と
い
ふ
短
篇
を
書
い
た
。
そ
れ
は
、

よ
い
作
品
で
あ
つ
た
。
同
時
に
、
そ
れ
は
彼
の
生
涯
の
渾
沌
を
解
く

だ
い
じ
な
鍵
と
な
つ
た
。
形
式
に
は
、「
雛
」
の
影
響
が
認
め
ら
れ
た
。

け
れ
ど
も
心
は
、
彼
の
も
の
で
あ
つ
た
。
原
文
の
ま
ま
。

　

お
か
し
な
幽
霊
を
見
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。﹇
…
﹈

　

こ
の
「
哀
蚊
」
が
初
出
の
「
ま
ま
」
で
な
い
こ
と
は
多
く
問
題
に
さ
れ

て
き
た
が
、
東
郷
は
、「
地
主
一
代
」
第
二
回
（「
座
標
」
一
九
三
〇
・
五
）

���

��

��



挿
入
の
「
哀
蚊
」
に
「
若
干
の
字
句
の
訂
正
を
加
え
た
も
の
」
で
あ
る
こ

と
の
動
機
を
探
る
。
初
出
「
哀
蚊
」
に
は
「
億
万
長
者
」
へ
の
批
判
も
紛

れ
て
い
た
が
、
太
宰
自
身
の
「
家
郷
追
放
に
よ
る
故
郷
喪
失
、
転
向
に
よ

る
自
己
喪
失
」
を
経
て
「
葉
」
の
中
に
再
生
し
た
「
哀
蚊
」
こ
そ
が
、
作

家
「
太
宰
治
」
の
誕
生
に
と
っ
て
「
だ
い
じ
な
鍵
」
で
あ
っ
た
所
以
を
見

出
し
、
そ
の
「
喪
失
の
浪
漫
的
美
学
」
が
「
思
ひ
出
」（「
海
豹
」
一
九
三

三
・
四
、
六
、
七
）
を
導
い
た
と
跡
付
け 
た
。  
「
原
文
の
ま
ま
」
の
言
を

�
�

��
�

�

信
じ
、
仮
に
伝
記
的
事
実
を
重
ね
る
な
ら
ば
、
芥
川
自
裁
直
後
で
あ
る「
十

九
歳
の
冬
」
に
書
か
れ
た
初
出
以
前
の
原
「
哀
蚊
」
は
、
芥
川
作
品
の

「
形
式
」
に
「
彼
」
の
「
心
」
を
流
し
込
ん
だ
「
よ
い
作
品
」
と
し
て
、

初
め
て
「
葉
」
の
中
で
発
表
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
渡
部
は
、「
主
人
公
が

幼
時
を
回
想
し
て
語
る
話
」
で
あ
り
、「
ほ
の
暗
い
家
の
中
で
、
夢
と
も
現

と
も
つ
か
ぬ
人
の
姿
を
見
る
」
筋
に
「
雛
」
か
ら
の
「
影
響
」
を
読
み
取

 
る
。   
ま
た
清
水
康
次
は
、「
語
り
手
が
事
実
や
謎
を
暗
示
し
、
読
者
に
は
そ

�
�

��
�

�
れ
を
読
み
と
ら
せ
な
が
ら
、
自
身
は
気
づ
か
な
い
ポ
ー
ズ
を
と
る
と
い
う

二
重
の
物
語
」
を
共
通
点
と
し
て
挙
げ
、「
哀
蚊
」
に
お
け
る
「
物
語
の
二

重
性
は
そ
の
ま
ま
、
登
場
す
る
語
り
手
の
内
面
で
あ
る
」
仕
掛
け
を
読
み

解
い
て
い 
る
。 

�
�

��
�

�

　

と
こ
ろ
で
、「
雛
」
か
ら
の
「
形
式
」
的
な
「
影
響
」
が
テ
ク
ス
ト
に
明

示
さ
れ
る
の
は
、
初
出
「
哀
蚊
」
で
も
「
地
主
一
代
」
で
も
な
く
、「
葉
」

に
お
い
て
で
あ
る
。「
哀
蚊
」
の
前
に
置
か
れ
た
、「
彼
」
が
「
書
い
た
」

と
示
す
「
形
式
」
に
よ
っ
て
、
初
め
て
原
「
哀
蚊
」
と
「
彼
の
生
涯
の
渾

沌
」を
繋
ぐ
回
路
が
形
成
さ
れ
る
。
中
村
三
春
は「
決
定
的
に
重
要
な
の
は
、

「
哀
蚊
」
の
「
私
」
の
問
題
の
み
な
ら
ず
、
表
現
部
分
の
「
彼
」
の
問
題

で
あ
り
、
ま
た
そ
の
「
彼
」
の
問
題
に
即
し
て
「
哀
蚊
」
を
評
価
す
る
語

り
手
の
問
題
」
で
あ
る
と
指
摘
す 
る
。   
し
か
も
「
葉
」
は
、
こ
の
第
九
断

�
�

��
�

�

片
の
み
で
完
結
す
る
の
で
は
な
く
、
前
後
に
散
在
す
る
諸
断
片
と
と
も
に

テ
ク
ス
ト
を
構
成
す
る
「
形
式
」
で
あ
る
。
直
前
に
第
八
断
片
「
水
到
り

て
渠
成
る
。」
が
あ
る
こ
と
で
『
晩
年
』
の
最
後
を
飾
る
「
め
く
ら
草
紙
」

冒
頭
の
段
落
と
響
き
合
い
、
直
後
に
「
芸
術
の
美
は
所
詮
、
市
民
へ
の
奉

仕
の
美
で
あ
る
。」
と
続
く
こ
と
で
、
そ
の
「
よ
い
作
品
」
の
「
美
」
は
、

「
彼
」
の
「
心
」
だ
け
に
留
ま
ら
ず
「
市
民
」
と
い
う
外
部
へ
の
不
可
逆

的
な
裂
開
が
暗
示
さ
れ
る
。

　

そ
の
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
遡
っ
て
「
雛
」
の
「
形
式
」
に
つ
い

て
触
れ
た
い
。「
雛
」
は
、
冒
頭
に
「
こ
れ
は
或
老
女
の
話
で
あ
る
。」
の

一
文
が
添
え
ら
れ
、
そ
の
「
老
女
」（
わ
た
し
）
に
よ
っ
て
「
横
浜
の
或
亜

米
利
加
人
へ
雛
を
売
る
」
顛
末
が
語
ら
れ
る
。
こ
こ
ま
で
の
「
形
式
」
を

考
え
れ
ば
、「
老
女
」
／
「
彼
」
を
対
象
化
す
る
主
体
の
位
相
を
重
ね
ら
れ

な
い
こ
と
も
な
い
。
し
か
し
「
雛
」
に
は
、「
葉
」
に
お
け
る
ヴ
ェ
ル
レ
ー

ヌ
の
詩
句
の
よ
う
な
エ
ピ
グ
ラ
フ
「
箱
を
出
る
顔
忘
れ
め
や
雛
二
対　

蕪

村
」
が
あ
り
、「
哀
蚊
」
に
対
応
す
る
語
り
の
部
分
が
終
わ
っ
た
後
、
さ
ら

に
以
下
の
付
記
が
控
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
雛
」の
話
を
書
き
か
け
た
の
は
何
年
か
前
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

を
今
書
き
上
げ
た
の
は
滝
田
氏
の
勧
め
に
よ
る
の
み
で
は
な
い
。
同

時
に
又
四
五
日
前
、
横
浜
の
或
英
吉
利
人
の
客
間
に
、
古
雛
の
首
を

���

��

��

��

��



玩
具
に
し
て
ゐ
る
紅
毛
の
童
女
に
遇
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
今
は
こ
の

話
に
出
て
来
る
雛
も
、
鉛
の
兵
隊
や
ゴ
ム
の
人
形
と
一
つ
玩
具
箱
に

投
げ
こ
ま
れ
な
が
ら
、
同
じ
憂
き
め
を
見
て
ゐ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

こ
こ
で
は
、「「
雛
」
の
話
」
と
「
こ
の
話
」
が
「
何
年
か
前
」
／
「
今
」

に
切
り
分
け
ら
れ
、
そ
の
「
書
き
か
け
た
」
／
「
書
き
上
げ
た
」
間
に
、

「
四
五
日
前
」
の
出
来
事
が
挟
ま
れ
る
。「
或
老
女
」
が
語
り
手
と
な
る
縁

起
は
後
景
化
し
、
書
き
手
が
「
こ
の
話
」
を
「
書
き
上
げ
」
る
動
機
が
迫

り
出
し
て
く
る
の
だ
。「
紅
毛
の
童
女
」
の
「
玩
具
」
と
な
り
果
て
た
「
古

雛
の
首
」
を
見
て
、「
老
女
」
の
語
り
に
封
じ
込
め
ら
れ
た
「
雛
」
が
、
同

様
に
ど
こ
か
の
「
玩
具
箱
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
憂
き
め
」
を
想
像
す

る
が
、
冒
頭
の
添
え
書
き
や
エ
ピ
グ
ラ
フ
に
こ
の
付
記
を
包
摂
し
て
、
初

め
て
「
雛
」
の
「
形
式
」
と
な
る
。「
或
老
女
の
話
」
の
中
の
「
わ
た
し
」

（
お
鶴
）
と
「
哀
蚊
」
で
「
幽
霊
」
の
話
を
語
る
「
私
」
は
、「
形
式
」
的

に
も
同
位
相
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
「
老
女
」
と
、「
哀
蚊
」
を
書
い
た
「
彼
」

と
は
、
語
り
手
／
書
き
手
の
差
異
を
孕
み
、
付
記
で
の
書
き
手
の
顕
在
化

を
以
て
、
漸
く
そ
の
「
形
式
」
の
対
応
関
係
は
埋
ま
る
か
の
よ
う
に
思
え

る
。
し
か
し
一
旦
刻
ま
れ
た
位
相
の
ず
れ
は
、
そ
の
ま
ま
「
葉
」
総
体
の

「
形
式
」
の
剰
余
を
、「
雛
」
の
「
形
式
」
と
鏡
合
わ
せ
に
し
な
が
ら
駆
動

さ
せ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。「
雛
」
に
お
け
る
付
記
の
書
き
手
の
位
相　
　

「
葉
」
で
は
、
第
九
断
片
も
含
め
た
全
て
の
断
片
を
構
成
す
る
、
無
言
の

書
き
手
に
他
な
ら
な
い
。「
形
式
に
は
、「
雛
」
の
影
響
が
認
め
ら
れ
た
。

け
れ
ど
も
心
は
、
彼
の
も
の
で
あ
つ
た
。」
と
い
う
評
言
は
「
葉
」
の
フ
ラ

グ
メ
ン
ト
形
式
の
裡
に
埋
め
込
ま
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の「
形
式
」と「
心
」

の
齟
齬
を
な
ぞ
る
よ
う
に
、「
哀
蚊
」
の
内
部
と
第
九
断
片
の
外
部
へ
、
読

み
手
は
同
時
に
彷
徨
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

い
わ
ば
「
葉
」
は
、
不
確
定
性
の
強
い
諸
断
片
に
よ
っ
て
、「
彼
の
生
涯

の
渾
沌
」
の
み
な
ら
ず
、
無
言
の
書
き
手
と
い
う
到
達
不
可
能
な
「
渾
沌
」

を
産
出
す
る
仕
掛
け
な
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
境
界
を
撹
乱
す
る
の
が
、

エ
ピ
グ
ラ
フ
や
付
記
を
含
み
込
む
「
雛
」
の
「
形
式
」
で
あ
り
、「
哀
蚊
」

に
伏
流
す
る
「
彼
」
の
「
心
」（
と
い
う
「
形
式
」）
で
あ
る
。「
雛
」
に
お

い
て
語
り
手
と
書
き
手
に
断
層
が
あ
っ
た
よ
う
に
、「
葉
」
で
は
、「
哀
蚊
」

の
書
き
手
で
あ
る
「
彼
」
と
、「
彼
」
を
対
象
化
す
る
第
九
断
片
の
書
き
手

と
、
諸
断
片
を
構
成
す
る
無
言
の
書
き
手
は
幾
層
に
も
ず
れ
て
い
る
。
に

も
拘
わ
ら
ず
、「
晩
年
」
や
「
生
涯
」
と
い
っ
た
多
義
的
な
鍵
語
が
、
語
り

手
／
書
き
手
の
差
異
を
再
編
成
し
、
プ
レ
テ
ク
ス
ト
・「
葉
」
の
諸
断
片
・

『
晩
年
』
の
諸
テ
ク
ス
ト
を
跨
い
で
氾
濫
し
続
け
る
。『
晩
年
』
の
読
み
手

は
、
巻
頭
に
お
い
て
、
語
り
手
／
書
き
手
も
ろ
と
も
断
片
化
さ
れ
撹
拌
さ

れ
て
、
帰
着
す
る
〈
ふ
る
さ
と
〉
の
当
て
も
な
い
ま
ま
に
投
げ
出
さ
れ
て

し
ま
う
の
だ
。

　

た
だ
、
反
復
強
迫
の
よ
う
に
現
れ
る
〈
ふ
る
さ
と
〉
へ
の
言
及
に
注
意

深
く
目
を
向
け
る
と
き
、
第
九
断
片
と
同
様
に
短
篇
の
「
形
式
」
を
保
ち
、

舞
台
を
�
都
�
へ
と
移
す
第
三
十
断
片
に
、
第
九
断
片
を
発
端
と
す
る

「
渾
沌
」
の
糸
口
を
探
る
こ
と
は
、
あ
な
が
ち
間
違
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

第
十
断
片
で
は
「
芸
術
の
美
」
が
「
市
民
へ
の
奉
仕
の
美
」
へ
と
晒
さ
れ

る
が
、「
哀
蚊
」
が
「
よ
い
作
品
」
で
「
あ
つ
た
」
と
過
去
時
制
で
評
さ
れ

���



た
こ
と
に
接
続
す
れ
ば
、「
葉
」
の
み
な
ら
ず
『
晩
年
』
全
般
に
散
見
さ
れ

る
「
花
」
の
モ
チ
ー
フ
に
、「
哀
蚊
」
に
お
け
る
�
都
鄙
�
の
遠
近
が
醸
す

「
美
」
か
ら
溢
れ
出
し
た
先
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
十
一
断
片

で
は
「
花
き
ち
が
ひ
の
大
工
」
は
疎
ま
れ
、
第
十
二
断
片
で
は
、
触
れ
れ

ば
「
指
を
腐
ら
せ
る
」「
花
」
よ
り
も
、「
散
る
ま
で
青
い
ふ
り
を
す
る
」

「
葉
」
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
置
く
対
話
が
な
さ
れ
る
。
こ
こ
に
、
タ
イ
ト
ル

で
も
あ
る
「
葉
」
と
「
花
」
の
拮
抗
が
明
示
さ
れ
る
が
、
第
三
十
断
片
の

タ
イ
ト
ル
が
「
花
」
で
あ
っ
た
可
能
性
は
見
逃
せ
な 
い
。   
断
片
内
部
に
お

�
�

��
�

�

い
て
は
断
片
性
を
感
じ
さ
せ
な
い
ま
ま
「
葉
」
に
紛
れ
た
二
掌
篇
を
楕
円

の
長
軸
と
し
て
、
芥
川
か
ら
太
宰
へ
と
変
奏
さ
れ
る
�
都
鄙
�
の
「
渾
沌
」

を
捉
え
た
い
。

��

�
�
�
�
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そ
も
そ
も
、
な
ぜ
第
九
断
片
に
お
い
て
「
雛
」
の
「
形
式
」
と
「
心
」

と
の
ず
れ
が
強
調
さ
れ
た
の
か
。
主
題
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、「
雛
」
は
、

江
戸
幕
府
の
崩
壊
後
、「
横
浜
の
亜
米
利
加
人
」
に
雛
人
形
を
売
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
没
落
商
家
を
舞
台
と
し
て
、
滅
び
ゆ
く
江
戸
文
化
へ
の
哀
傷

を
描
い
た
開
化
期
物
で
あ
る
。
発
表
当
時
は
、
昭
和
期
文
学
へ
と
向
か
う

潮
流
の
中
、
盟
友
で
あ
る
久
米
正
雄
に
さ
え
「
説
話
の
形
式
と
し
て
は
達

者
だ
が
、
芥
川
と
し
て
、
も
う
古
い
感 
じ
」  
と
評
さ
れ
る
。
し
か
し
、
習
作

�
�

��
�

�

時
代
の
太
宰
に
は
、
上
京
以
前
、
江
戸
文
化
へ
の
強
い
耽
溺
が
あ
り
、
芥

川
を
始
め
と
し
た
�
都
�
の
�
文
人
�
作
家
に
強
い
関
心
を
抱
い
た
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
安
藤
は
〈「
哀
蚊
」
の
系
譜
〉
と
し
て
こ
の
時
代

を
跡
付
け
た 
が
、 「
哀
蚊
」
の
「
私
」
が
�
鄙
�
に
在
り
な
が
ら
江
戸
の

�
�

��
�

�

〝
都
〞
に
憧
れ
る
位
相
に
注
目
し
て
み
た
い
。

と
申
し
ま
す
の
は
、
私
の
婆
様
は
、
そ
れ
は
そ
れ
は
粋
な
お
方
で
、

つ
ひ
に
一
度
も
縮
緬
の
縫
紋
の
御
羽
織
を
お
離
し
に
な
つ
た
こ
と
が

ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
御
師
匠
を
お
部
屋
へ
お
呼
び
な
さ
れ
て
富

本
の
お
稽
古
を
お
始
め
に
な
ら
れ
た
の
も
、
よ
ほ
ど
昔
か
ら
の
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
し
た
で
せ
う
。
私
な
ぞ
も
物
心
地
が
附
い
て
か
ら
は
、

日
が
な
一
日
、
婆
様
の
老
松
や
ら
浅
間
や
ら
の
咽
び
泣
く
や
う
な
哀

調
の
な
か
に
う
つ
と
り
し
て
ゐ
る
と
き
が
ま
ま
ご
ざ
い
ま
し
た
程
で
、

世
間
様
か
ら
隠
居
芸
者
と
は
や
さ
れ
、
婆
様
御
自
身
も
そ
れ
を
お
耳

に
し
て
は
美
し
く
お
笑
ひ
に
な
つ
て
居
ら
れ
た
や
う
で
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
ま
ず
「
私
の
婆
様
」
が
�
都
�
の
「
粋
」
を

習
得
し
て
い
く
様
子
で
あ
り
、「
縮
緬
の
縫
紋
の
御
羽
織
」
へ
の
強
烈
な

フ
ェ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
「
隠
居
芸
者
」
と
持
て
囃
さ
れ
る
こ
と
へ
の
矜
持
が
、

「
私
」
の
目
に
も
映
っ
て
い
る
こ
と
だ
。「
私
」
は
、「
咽
び
泣
く
や
う
な

哀
調
」
に
「
う
つ
と
り
」
し
つ
つ
育
つ
が
、
そ
の
�
都
�
へ
の
憧
憬
は
、

「
婆
様
」
に
近
接
し
な
が
ら
も
、「
粋
」
か
ら
は
逸
脱
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

そ
れ
ゆ
ゑ
婆
様
も
、
私
の
姉
様
な
ぞ
よ
り
ず
つ
と
私
の
は
う
を
可
愛

が
つ
て
下
さ
い
ま
し
て
、
毎
晩
の
や
う
に
草
双
紙
を
読
ん
で
聞
か
せ

���
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て
下
さ
つ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
な
か
に
も
、
あ
れ
あ
の
八
百
屋

お
七
の
物
語
を
聞
い
た
と
き
の
感
激
は
私
は
今
で
も
し
み
じ
み
味
ふ

こ
と
が
で
き
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
、
婆
様
が
お
た
は

む
れ
に
私
を
「
吉
三
」「
吉
三
」
と
お
呼
び
に
な
つ
て
下
さ
つ
た
折
の

そ
の
嬉
し
さ
。
ら
む
ぷ
の
黄
色
い
燈
火
の
下
で
し
よ
ん
ぼ
り
草
双
紙

を
お
読
み
に
な
つ
て
い
ら
つ
し
や
る
婆
様
の
お
美
し
い
御
姿
、
左
様
、

私
は
こ
と
ご
と
く
よ
く
覚
え
て
ゐ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

自
ら
が
「
草
双
紙
」
の
中
の
「
吉
三
」
に
重
ね
ら
れ
る
恍
惚
を
、「
私
」

は
「
今
」
も
「
味
わ
う
」
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
江
戸
の
終
焉
と
と
も
に

二
度
と
は
到
来
し
な
い
「
物
語
」
へ
の
、
到
達
不
可
能
ゆ
え
に
尽
き
な
い

願
望
な
の
だ
。「
婆
様
」
が
焦
れ
る
「
粋
」
は
、
そ
の
フ
ェ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と

化
し
た
ア
イ
テ
ム
や
所
作
の
中
に
留
ま
り
続
け
る
だ
ろ
う
。「
雛
」に
お
い

て
は
、
売
ら
れ
ゆ
く
雛
人
形
へ
の
愛
惜
を
隠
せ
な
い「
わ
た
し
」（
お
鶴
）や

父
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
は
、「
紅
毛
の
童
女
」
の
「
玩
具
」
と
な
っ
た
「
古

雛
」
を
見
届
け
、「「
雛
」
の
話
」
を
「
書
き
上
げ
」
る
書
き
手
も
連
帯
し

て
い
る
。「
雛
」
に
、
多
く
の
人
物
の
涙
が
印
象
的
に
描
か
れ
て
い
く
こ
と

は
見
逃
せ
な
い
。
し
か
し
「
哀
蚊
」
で
は
、
�
鄙
�
に
お
い
て
前
近
代
の

�
都
�
を
体
現
す
る
「
婆
様
」
と
、「
私
」
と
の
差
異
が
際
立
っ
て
い
る
。

「
雛
」
の
「
老
女
」
の
よ
う
に
間
近
で
�
都
�
の
臨
終
に
立
ち
会
う
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
に
せ
よ
、「
婆
様
」は
滅
び
つ
つ
あ
る
�
都
�
の「
粋
」を

鮮
や
か
に
纏
い
、
�
鄙
�
に
お
け
る
「
哀
蚊
」
と
し
て
の
「
は
か
な
い
」

死
を
美
し
く
彩
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
「
私
」
に
と
っ
て
は
、
や
が
て
死
を
迎
え
る
「
婆
様
」
が
紡

ぐ
「
哀
蚊
の
御
寝
物
語
」
の
声
に
身
を
委
ね
る
こ
と
こ
そ
が
「
美
」
の
源

泉
な
の
で
あ
り
、「
婆
様
」
に
媒
介
さ
れ
た
「
吉
三
」
に
な
る
倒
錯
こ
そ
が

重
要
な
の
だ
。
そ
こ
で
は
、
初
発
か
ら
�
都
鄙
�
の
遠
近
が
崩
れ
て
い
る
。

「「
雛
」
の
話
」
の
書
き
手
に
は
、「
古
雛
の
首
」
と
い
う
断
片
化
し
た
フ
ェ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
、「
物
語
」
の
外
部
で
あ
る
「
玩
具
箱
」
の
闇
に
再
び
封
入

す
る
幻
像
が
与
え
ら
れ
た
。
し
か
し
「
哀
蚊
」
を
書
い
た
「
彼
」
の
「
心
」

に
は
、
か
つ
て
実
在
し
た
�
都
�
へ
の
哀
悼
よ
り
も
、
�
鄙
�
に
お
い
て

非
在
の
�
都
�
に
憧
れ
模
倣
し
続
け
た
「
婆
様
」
が
紡
ぐ
「
物
語
」
の
純

度
が
、「
哀
蚊
」
の
声
の
響
き
が
途
切
れ
る
瞬
間
こ
そ
が
、
欲
望
さ
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
。

　
「
古
雛
」
が
「
首
」
と
な
り
果
て
て
も
残
存
し
た
よ
う
に
、「
哀
蚊
」
に

書
き
取
ら
れ
た
声
も
ま
た
、
�
鄙
�
の
「
物
語
」
と
し
て
、
近
代
日
本
の

�
都
�
に
漂
着
す
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
書
き
手
で
あ

る
「
彼
」
が
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
あ
た
か
も
「
葉
」
と
い
う
言
葉
の

諸
断
片
を
収
め
た
「
玩
具
箱
」
の
中
に
、
た
ま
た
ま
「
哀
蚊
」
の
「
物
語
」

が
紛
れ
込
ん
だ
か
の
よ
う
だ
。『
晩
年
』
へ
と
「
葉
」
の
次
に
収
め
ら
れ
た

「
思
ひ
出
」
で
は
、「
雛
祭
り
」
を
口
実
に
し
て
学
校
を
早
退
し
、「
雛
を

箱
か
ら
出
す
の
に
要
ら
ぬ
手
伝
ひ
」
を
す
る
主
人
公
が
描
か
れ
、
江
戸
の

�
都
�
に
始
ま
る
雛
人
形
の
様
式
が
、
む
し
ろ
�
鄙
�
で
生
き
永
ら
え
る

様
子
を
活
写
す
る
。
し
か
し
�
都
�
で
は
、
蕪
村
の
句
を
な
ぞ
る
よ
う
に

「
箱
」
か
ら
出
た
「
雛
二
対
」
は
、
時
を
経
て
「
首
」
の
み
が
「
鉛
の
兵

隊
や
ゴ
ム
の
人
形
」
と
と
も
に
「
玩
具
箱
」
に
投
げ
込
ま
れ
て
い
る
の
か

���



も
し
れ
な
い
。

　

そ
う
考
え
て
み
れ
ば
、「
散
る
ま
で
青
い
ふ
り
を
す
る
」「
葉
」
の
よ
う

に
「
御
死
顔
」
ま
で
「
す
ご
い
ほ
ど
美
し
」
か
っ
た
「
婆
様
」
が
、
そ
れ

で
も
や
は
り
、「
姉
様
と
今
晩
の
御
婿
様
と
が
お
寝
に
な
つ
て
ゐ
る
お
部

屋
を
覗
い
て
ゐ
る
」「
確
か
」
な
実
在
感
に
よ
っ
て
読
み
手
に
迫
っ
て
く
る

「
哀
蚊
」
の
結
末 　
　
 
そ
こ
に
は
、「
芸
術
の
美
」
や
「
市
民
へ
の
奉
仕

の
美
」
で
は
括
り
切
れ
な
い
、「
き
た
な
い
汁
」
を
宿
す
「
花
」
の
「
渾

沌
」
を
思
い
抱
か
せ
る
強
度
が
あ
る
。
い
わ
ば
、
�
鄙
�
の
「
哀
蚊
」
で

あ
っ
た
「
私
の
婆
様
」
の
生
こ
そ
が
、
既
に
「
雛
二
対
」
で
あ
っ
た
時
代

を
離
れ
た
�
都
�
の
「
古
雛
」
な
の
で
あ
り
、
死
後
、
そ
の
「
物
語
」
は

残
さ
れ
た「
私
」の
語
り
の
中
で
一
層
�
都
鄙
�
の
遠
近
を
狂
わ
せ
て
ゆ
く
。

し
か
し
、「
御
死
顔
」
を
語
る
「
私
」
は
、「
婆
様
」
＝
「
古
雛
」
の
生
で

は
な
く
、
い
わ
ば
「
古
雛
の
首
」
の
フ
ェ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
に
傾
き
（
そ
れ
は

「
粋
」
へ
の
フ
ェ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
求
め
た
「
婆
様
」
か
ら
は
大
き
く
逸
脱

し
て
い
る
）、
受
け
容
れ
ら
れ
な
い
「
花
」
の
「
渾
沌
」
は
「
幽
霊
」
と
し

て
し
か
語
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
私
」
で
は
な
い
「
彼
」
が
、「
物
語
」

の
表
裏
も
ろ
と
も
「
作
品
」
と
し
て
再
構
成
す
る
「
心
」
を
与
え
ら
れ
、

「
婆
様
」
／
「
私
」
双
方
の
「
物
語
」
の
ず
れ
を
縫
合
す
る
「
形
式
」
が
、

い
わ
ば
「
花
」
の
「
渾
沌
」
を
第
九
断
片
の
外
へ
飛
散
さ
せ
る
た
め
に
重

ね
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

��
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で
は
、
か
つ
て
「
花
」
と
名
付
け
ら
れ
た
（
と
推
測
さ
れ
る
）
第
三
十

断
片
に
は
、
い
か
な
る
�
都
鄙
�
の
「
物
語
」
が
、
さ
ら
に
重
ね
ら
れ
た

の
か
。
こ
の
断
片
は
、
江
戸
開
府
ま
で
遡
る
「
日
本
橋
」
の
来
歴
か
ら
始

ま
る
。

　

む
か
し
の
日
本
橋
は
、
長
さ
が
三
十
七
間
四
尺
五
寸
あ
つ
た
の
で

あ
る
が
、
い
ま
は
廿
七
間
し
か
な
い
。
そ
れ
だ
け
川
幅
が
せ
ま
く
な

つ
た
も
の
と
思
わ
ね
ば
い
け
な
い
。
こ
の
や
う
に
昔
は
、
川
と
言
は

ず
人
間
と
言
は
ず
、
い
ま
よ
り
は
る
か
に
大
き
か
つ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
橋
は
、
お
ほ
む
か
し
の
慶
長
七
年
に
始
め
て
架
け
ら
れ
て
、

そ
の
の
ち
十
た
び
ば
か
り
作
り
変
へ
ら
れ
、
今
の
は
明
治
四
十
四
年

に
落
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
正
十
二
年
の
震
災
の
と
き
は
、
橋
の

ら
ん
か
ん
に
飾
ら
れ
て
あ
る
青
銅
の
竜
の
翼
が
、
焔
に
包
ま
れ
て
ま

つ
か
に
焼
け
た
。

　
「
お
ほ
む
か
し
」
か
ら
「
大
正
十
二
年
の
震
災
」
に
至
る
「
日
本
橋
」
の

栄
枯
盛
衰
が
、「
川
」
や
「
人
間
」
の
不
可
逆
的
な
変
化
に
重
ね
ら
れ
る
こ

と
に
注
意
し
た
い
。
ど
こ
か
メ
ル
ヘ
ン
め
い
た
叙
述
は
、
さ
ら
に
「
私
の

幼
時
に
愛
し
た
木
版
の
東
海
道
五
十
三
次
道
中
双
六
」
と
い
う
虚
構
上
の

�
都
�
の
「
繁
華
」
に
接
続
さ
れ
る
が
、「
い
ま
」
は
既
に
廃
れ
「
東
京
名

所
絵
葉
書
か
ら
取
除
か
れ
」
た
と
纏
め
ら
れ
る
。
三
谷
憲
正
は
、
こ
れ
ら

の
記
述
が
決
し
て
太
宰
の
空
想
で
は
な
く
、
資
料
に
〈
忠
実
〉
に
従
っ
た

も
の
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た 
が
、  
そ
の
�
都
�
の
「
繁
華
」
か
ら
遠

�
�

��
�

�

の
い
た
「
日
本
橋
」
を
舞
台
に
し
て
、「
私
」
は
い
か
な
る
叙
述
を
試
み
る

���

��



の
か
。「
私
の
幼
時
」
に
お
け
る
�
都
�
の
幻
想
が
記
述
さ
れ
た
後
、「
三

日
ほ
ど
ま
へ
」
か
ら
「
日
本
橋
」
で
「
屑
花
」
を
売
る
「
異
人
の
女
の
子
」

が
登
場
す
る
。
そ
れ
は
、「
雛
」
の
付
記
に
登
場
し
た
「
紅
毛
の
童
女
」
と

は
極
め
て
対
照
的
な
境
遇
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

日
本
の
ひ
と
は
、
お
ち
ぶ
れ
た
異
人
を
見
る
と
、
き
つ
と
白
系
の

露
西
亜
人
に
き
め
て
し
ま
ふ
憎
い
習
性
を
持
つ
て
ゐ
る
。
い
ま
、
こ

の
濃
霧
の
な
か
で
手
袋
の
や
ぶ
れ
を
気
に
し
な
が
ら
花
束
を
持
つ
て

立
つ
て
ゐ
る
小
さ
い
子
供
を
見
て
も
、
お
ほ
か
た
の
日
本
の
ひ
と
は
、

あ
あ
ロ
シ
ヤ
が
ゐ
る
、
と
楽
な
気
持
で
呟
く
に
ち
が
ひ
な
い
。
し
か

も
、
チ
エ
ホ
フ
を
読
ん
だ
こ
と
の
あ
る
青
年
な
ら
ば
、
父
は
退
職
の

陸
軍
二
等
大
尉
、
母
は
傲
慢
な
貴
族
、
と
う
つ
と
り
と
独
断
し
な
が

ら
、
す
こ
し
歩
を
ゆ
る
め
る
で
あ
ら
う
。
ま
た
、
ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス

キ
イ
を
覗
き
は
じ
め
た
学
生
な
ら
ば
、
お
や
、
ネ
ル
リ
！　

と
声
を

出
し
て
叫
ん
で
、
あ
わ
て
て
外
套
の
襟
を
掻
き
た
て
る
か
も
知
れ
な

い
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
あ
つ
て
、
そ
の
う
へ
女
の
子

に
就
い
て
の
ふ
か
い
探
索
を
し
て
見
よ
う
と
は
思
は
な
い
。
／
し
か

し
、
誰
か
ひ
と
り
が
考
へ
る
。
な
ぜ
、
日
本
橋
を
え
ら
ぶ
の
か
。
こ

ん
な
、
人
通
り
の
す
く
な
い
ほ
の
暗
い
橋
の
う
へ
で
、
花
を
売
ら
う

な
ど
と
い
ふ
の
は
、
よ
く
な
い
こ
と
な
の
に
、 　
　
 
な
ぜ
？
／
そ
の

不
審
に
は
、
簡
単
で
は
あ
る
が
頗
る
ロ
マ
ン
チ
ツ
ク
な
解
答
を
与
へ

得
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
彼
女
の
親
た
ち
の
日
本
橋
に
対
す
る
幻

影
に
由
来
し
て
ゐ
る
。
ニ
ホ
ン
で
い
ち
ば
ん
に
ぎ
や
か
な
良
い
橋
は

ニ
ホ
ン
バ
シ
に
ち
が
ひ
な
い
、
と
い
ふ
彼
等
の
お
だ
や
か
な
判
断
に

他
な
ら
ぬ
。

　

こ
こ
に
は
、「
日
本
橋
」
と
い
う
舞
台
だ
け
で
な
く
、「
こ
と
し
、
十
二

月
下
旬
」
と
い
う
日
時
さ
え
記
述
さ
れ
た
に
も
拘
ら
ず
、「
女
の
子
」
を
め

ぐ
る
正
確
な
情
報
は
ま
っ
た
く
欠
如
し
て
い
る
。「
日
本
の
ひ
と
」
は
、

様
々
な
ロ
シ
ア
文
学
の
断
片
を
媒
介
に
し
て
幻
想
を
練
り
上
げ
、
事
実
に

到
達
し
よ
う
と
し
な
い
の
だ
。
そ
れ
は
、「
哀
蚊
」
に
お
け
る
、「
私
」
に

よ
る
�
都
�
の
想
像
と
酷
似
す
る
。
そ
し
て
「
日
本
橋
」
と
い
う
前
近
代

の
�
都
�
の
名
残
は
、
さ
ら
に
「
誰
か
ひ
と
り
」
に
よ
っ
て
、「
女
の
子
」

が
立
つ
舞
台
と
し
て
の
尤
も
ら
し
い
理
由
を
付
与
さ
れ
る
。
そ
れ
は
「
彼

女
の
親
た
ち
」
の
「
ニ
ホ
ン
バ
シ
」
と
い
う
「
日
本
の
ひ
と
」
に
よ
る
迂

回
で
あ
り
、
�
都
�
の
幻
想
は
飽
和
状
態
を
迎
え
て
い
く
の
だ
。「
女
の

子
」
に
は
「
日
本
の
ひ
と
」
が
「
幻
影
」
を
託
し
、「
日
本
橋
」
に
も
「
女

の
子
」
を
媒
介
に
し
て
「
に
ぎ
や
か
な
良
い
橋
」
と
い
う
「
幻
影
」
が
生

じ
る
と
い
う
錯
綜
し
た
「
ロ
マ
ン
チ
ツ
ク
な
解
答
」
を
、「
幼
時
」
に
「
日

本
橋
」
の
「
繁
華
」
を
幻
視
し
た
「
私
」
が
用
意
し
叙
述
す
る
。「
探
索
」

の
な
い
ま
ま
の
「
独
断
」 　
　
 
し
か
し
こ
こ
で
幾
重
に
も
語
ら
れ
る
「
日

本
橋
」
／
「
ニ
ホ
ン
バ
シ
」
に
纏
わ
る
史
的
／
私
的
言
説
の
集
積
の
裡
に
、

�
都
鄙
�
の
遠
近
が
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
も
確
か
だ
ろ
う
。
こ
の
第
三
十

断
片
で
は
、「
誰
か
ひ
と
り
」
も
「
私
」
も
、
や
は
り
「
日
本
の
ひ
と
」
に

包
摂
さ
れ
た
よ
う
な
、
幻
想
の
諸
断
片
に
し
か
思
え
な
い
叙
述
形
式
こ
そ

が
重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
舞
台
と
し
て
の
「
日
本
橋
」
は
あ

���



る
の
だ
が
、
そ
こ
に
「
女
の
子
」
が
立
つ
事
実
以
外
は
、
そ
れ
を
目
撃
し

叙
述
す
る
「
ひ
と
」
の
幻
想
し
か
描
か
れ
な
い
。「
女
の
子
」
は
「
ち
か
く

の
支
那
蕎
麦
の
屋
台
」
に
寄
る
が
、
そ
の
境
遇
に
つ
い
て
は
未
だ
語
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

三
晩
つ
づ
け
て
こ
こ
で
雲
呑
を
食
べ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
の
あ
る

じ
は
、
支
那
の
ひ
と
で
あ
つ
て
、
女
の
子
を
一
人
並
の
客
と
し
て
取

扱
つ
た
。
彼
女
に
は
そ
れ
が
嬉
し
か
つ
た
の
で
あ
る
。
／
あ
る
じ
は
、

雲
呑
の
皮
を
巻
き
な
が
ら
尋
ね
た
。
／
「
売
レ
マ
シ
タ
カ
。」
／
眼
を

ま
る
く
し
て
答
へ
た
。
／
「
イ
イ
エ
。
…
…
カ
ヘ
リ
マ
ス
。」
／
こ
の

言
葉
が
、
あ
る
じ
の
胸
を
打
つ
た
。
帰
国
す
る
の
だ
。
き
つ
と
さ
う

だ
、
と
美
し
く
禿
げ
た
頭
を
二
三
度
か
る
く
振
つ
た
。
自
分
の
ふ
る

さ
と
を
思
ひ
つ
つ
釜
か
ら
雲
呑
の
実
を
掬
つ
て
ゐ
た
。

　

こ
こ
で
は
、「
日
本
橋
」
の
「
ち
か
く
」
を
舞
台
に
、「
異
人
の
女
の
子
」

と
「
支
那
の
ひ
と
」
の
や
り
と
り
を
描
く
が
、「
カ
へ
リ
マ
ス
」
と
い
う

「
こ
の
言
葉
」
が
、
新
た
な
「
物
語
」
を
立
ち
上
げ
て
い
く
。「
支
那
の
ひ

と
」
が
、
帰
宅
し
よ
う
と
す
る
「
女
の
子
」
の
一
言
を
「
帰
国
す
る
」
こ

と
と
受
け
取
っ
た
か
ら
だ
が
、「
自
分
の
ふ
る
さ
と
」
へ
の
気
持
ち
が
源
泉

と
な
る
だ
け
で
な
く
、
見
逃
せ
な
い
の
は
、「
カ
ヘ
リ
マ
ス
」
と
い
う
「
言

葉
」
で
あ
ろ
う
。「
異
人
」
同
士
で
の
「
言
葉
」
の
交
通
を
可
能
に
さ
せ
て

い
る
の
は
、
片
言
の
「
日
本
語
」
で
あ
る
。「
カ
ヘ
リ
マ
ス
」
と
い
う
曖
昧

な
「
言
葉
」
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、「
支
那
の
ひ
と
」
に
自
ら
の
〈
ふ
る
さ

と
〉
を
喚
起
さ
せ
「
胸
を
打
」
つ
出
来
事
を
齎
し
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
、

ど
こ
ま
で
も
曖
昧
な
「
物
語
」
な
の
で
あ
り
、「
日
本
の
ひ
と
」
の
「
独

断
」
と
何
か
が
違
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
、「
雛
」
に

あ
っ
た
よ
う
な
�
都
�
の
「
物
語
」
は
、「
異
人
」
達
の
無
数
の
�
鄙
�
に

よ
っ
て
無
効
化
し
て
い
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　
「
雛
」
で
は
、
付
記
の
書
き
手
に
よ
っ
て
、「
四
五
日
前
」
に
見
た
「
古

雛
の
首
」
は
、「
こ
の
話
に
出
て
来
る
雛
」
へ
と
置
き
換
え
ら
れ
た
。
江
戸

の
�
都
�
を
離
れ
「
紅
毛
の
童
女
」
の
「
玩
具
」
と
な
る
「
古
雛
」
の

「
物
語
」
に
対
し
て
、「
葉
」
第
九
断
片
で
は
�
都
鄙
�
の
遠
近
を
狂
わ
せ

る
「
婆
様
」
／
「
私
」
の
ず
れ
を
包
摂
す
る
「
彼
」
の
「
作
品
」
が
立
ち

上
が
り
、「
花
」
の
「
渾
沌
」
を
託
す
行
き
先
が
求
め
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
で
、

こ
の
第
三
十
断
片
に
は
、「
ロ
マ
ン
チ
ツ
ク
」
な
誤
解
が
「
言
葉
」
の
行
き

違
い
に
よ
っ
て
生
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
、
こ
の
「
カ
ヘ
リ
マ
ス
」

と
〈
ふ
る
さ
と
〉
を
め
ぐ
る
解
釈
に
は
、「
女
の
子
」
に
つ
い
て
の
情
報
が

ま
っ
た
く
欠
如
し
て
い
る
限
り
、
何
一
つ
正
解
が
用
意
さ
れ
て
い
な
い
に

等
し
い
。「
日
本
語
」
と
い
う
「
異
人
」
の
「
言
葉
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

「
支
那
の
ひ
と
」
も
、
ま
さ
に
「
女
の
子
に
就
い
て
の
ふ
か
い
探
索
を
し

て
見
よ
う
と
は
思
は
な
い
」
ま
ま
、「
ワ
タ
シ
ノ
ゴ
チ
ソ
ウ
」
を
贈
る
。
し

か
し
、
そ
の
誤
解
に
端
を
発
し
た
行
為
が
「
女
の
子
」
の
新
た
な
行
為
を

生
む
。「
わ
け
の
判
ら
ぬ
言
葉
で
も
つ
て
烈
し
い
お
祈
り
」
を
し
た
後
に
、

「
女
の
子
」
は
「
日
本
語
」
で
「
咲
ク
ヤ
ウ
ニ
。
咲
ク
ヤ
ウ
ニ
。」
と
「
二

言
囁
い
た
」。
こ
の
「
祈
り
」
が
、
誰
に
売
っ
た
「
悪
い
花
」
に
向
け
ら
れ

た
の
か
は
分
か
ら
な
い
し
、「
支
那
の
ひ
と
」
に
差
し
出
し
た
「
お
ほ
き
い

���



蕾
の
つ
い
た
草
花
」
に
向
け
ら
れ
た
の
も
分
か
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
こ
の

「
二
言
」
が
「
祈
り
」
の
続
き
で
あ
る
か
も
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、

「
カ
ヘ
リ
マ
ス
」
の
一
語
を
、「
支
那
の
ひ
と
」
が
解
釈
し
た
こ
と
と
ま
っ

た
く
同
位
相
に
お
い
て
、
こ
の
断
片
の
最
後
に
置
か
れ
た
「
二
言
」
は
、

読
み
手
に
解
釈
を
委
ね
て
い
る
の
だ
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
「
言
葉
」
の
遠
近
が
狂
っ
た
ま
ま
「
咲
ク
」
こ
と
を
託
さ

れ
た
「
花
」
は
、『
晩
年
』
に
散
在
す
る
諸
々
の
「
花
」
へ
と
接
続
し
て
い

く
。
ま
た
、〈
ふ
る
さ
と
〉
は
幻
想
の
「
日
本
橋
」
を
虚
焦
点
に
し
て
、

「
日
本
」
／
「
日
本
語
」
と
い
う
「
形
式
」
か
ら
溢
れ
出
て
い
く
よ
う
に

ど
こ
ま
で
も
膨
張
す
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
、
新
た
な
〝
都
鄙
〞
の
遠
近

法
が
立
ち
現
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
ロ
マ
ン
チ
ツ
ク
」
な
夢
想
は
、
第
三

十
三
断
片
の「
ね
む
る
や
う
な
よ
い
ロ
マ
ン
ス
」へ
の
希
求
に
繋
が
る
。
第

九
断
片
の
「
よ
い
作
品
」
を
書
い
た
「
彼
」
の
「
心
」
は
、「
男
」
の
「
も

や
も
や
し
た
胸
」
へ
と
変
奏
さ
れ
、「
か
ぐ
は
し
き
才
色
」
の
「
ギ
リ
シ
ヤ

の
女
詩
人
、
サ
フ
オ
」
へ
と
向
か
う
。
し
か
し
「
葉
」
と
「
花
」
が
反
転

す
る
よ
う
に
「
恋
の
身
投
を
す
る
な
ら
ば
、
よ
し
死
に
き
れ
ず
と
も
、
そ

の
こ
が
れ
た
胸
の
お
も
ひ
が
消
え
う
せ
る
と
い
ふ
迷
信
を
信
じ
、
リ
ユ
ウ

カ
デ
イ
ア
の
岬
か
ら
怒
涛
め
が
け
て
身
を
お
ど
ら
せ
た
。」
と
い
う
「
美
人

で
は
な
」
い
「
サ
フ
オ
」
の
「
物
語
」
を
、「
男
」
は
「
一
二
冊
の
書
物
」

に
知
ら
さ
れ
る
。「
サ
フ
オ
」
と
「
男
」
の
関
係
は
、
第
九
断
片
の
「
哀

蚊
」
と
「
彼
」
の
「
形
式
」
を
な
ぞ
り
つ
つ
大
き
な
乖
離
を
生
じ
さ
せ
る
。

そ
し
て
や
は
り
、「
玩
具
箱
」
の
な
い
ま
ま
に
放
り
出
さ
れ
た
か
の
よ
う
だ
。

　

最
小
断
片
「
生
活
。」
の
後
、
よ
う
や
く
「
よ
い
作
品
」「
よ
い
ロ
マ
ン

ス
」
を
包
括
す
る
、「
よ
い
仕
事
」
の
一
語
が
現
れ
る
。
無
数
の
「
お
茶
の

あ
ぶ
く
」
が
、
一
つ
一
つ
の
幻
想
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
生
成
と
消
滅

の
一
つ
一
つ
に
、
諸
断
片
ご
と
に
「
彼
」
で
も
「
男
」
で
も
あ
っ
た
「
き

れ
い
な
私
の
顔
が
」、「
い
く
つ
も
い
く
つ
も
」、「
う
つ
つ
て
ゐ
る
」　
　

「
あ
ぶ
く
」
と
い
う
「
水
」
が
変
身
し
た
先
に
、
一
つ
一
つ
書
き
手
が

「
幽
霊
」
の
よ
う
に
憑
依
し
て
い
く
こ
と
、
そ
の
際
限
な
き
「
晩
年
」
の

果
て
に
、「
ど
う
に
か
、
な
る
。」
の
結
語
が
導
か
れ
る
。
で
は
、
そ
の
最

後
の
一
語
が
ま
さ
に
「
あ
ぶ
く
」
に
映
る
よ
う
に
始
ま
る
「
玩
具
」
の
冒

頭
に
、
問
題
の
所
在
が
映
り
込
む
こ
と
は
免
れ
な
い
だ
ろ
う
。
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『
晩
年
』
と
い
う
書
物
に
よ
っ
て
浮
か
び
上
が
る
「
葉
」
／
「
玩
具
」
の

連
関
と
、
翻
っ
て
『
晩
年
』
総
体
へ
の
交
響
を
問
い
た
い
。
大
國
眞
希
は
、

こ
の
「
ど
う
に
か
、
な
る
」
の
引
き
継
ぎ
が
、「
自
己
の
根
源
を
探
す
べ
く

生
家
に
吹
き
も
ど
さ
れ
る
」
こ
と
を
導
く
と
述
べ 
る
。 「
玩
具
」
の
一
語
は
、

�
�

��
�

�

や
は
り
「
雛
」
の
一
語
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、「
思
ひ
出
」
の
一
節
に

印
象
的
な
か
た
ち
で
登
場
し
て
い
る
。

　

父
母
は
そ
の
頃
東
京
に
す
ま
つ
て
ゐ
た
ら
し
く
、
私
は
叔
母
に
連

れ
ら
れ
て
上
京
し
た
。
私
は
余
程
な
が
く
東
京
に
居
た
の
だ
さ
う
で

あ
る
が
、
あ
ま
り
記
憶
に
残
つ
て
ゐ
な
い
。
そ
の
東
京
の
別
宅
へ
、

と
き
ど
き
訪
れ
る
婆
の
こ
と
を
覚
え
て
ゐ
る
だ
け
で
あ
る
。
私
は
こ

の
婆
が
き
ら
ひ
で
、
婆
が
来
る
度
毎
に
泣
い
た
。
婆
は
私
に
赤
い
郵

���
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便
自
動
車
の
玩
具
を
ひ
と
つ
呉
れ
た
が
、
ち
つ
と
も
面
白
く
な
か
つ

た
の
で
あ
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
章
）

　
「
東
京
」
の
記
憶
が
な
い
中
で
、「
婆
」
と
「
玩
具
」
の
記
憶
の
み
が

�
都
�
の
中
で
抽
象
化
さ
れ
残
っ
て
い
る
。「
私
」
に
と
っ
て
、
�
都
�
で

与
え
ら
れ
た
「
郵
便
自
動
車
」
は
「
面
白
く
な
」
い
。
�
鄙
�
の
「
私
」

と
、
�
都
�
の「
玩
具
」に
は
疎
隔
感
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
る
。『
晩
年
』第

十
三
篇
と
し
て
収
め
ら
れ
た
「
玩
具
」
で
は
、「
玩
具
」
の
一
語
は
ど
の
よ

う
に
登
場
す
る
の
か
。「
玩
具
」
は
、
冒
頭
の
や
や
長
い
テ
ク
ス
ト
と
続
く

十
の
断
片
か
ら
成
り
立
つ
が
、
第
五
断
片
に
は
、「
だ
る
ま
」
が
「
玩
具
」

と
し
て
登
場
す
る
。

　

同
じ
や
う
な
こ
と
が
、
二
度
あ
つ
た
。
私
は
と
き
た
ま
玩
具
と
言

葉
を
交
し
た
。
木
枯
し
が
つ
よ
く
吹
い
て
ゐ
る
夜
更
け
で
あ
つ
た
。

私
は
、
枕
元
の
だ
る
ま
に
尋
ね
た
。「
だ
る
ま
、
寒
く
な
い
か
。」
だ

る
ま
は
答
へ
た
。「
寒
く
な
い
。」私
は
か
さ
ね
て
尋
ね
た
。「
ほ
ん
た

う
に
寒
く
な
い
か
。」
だ
る
ま
は
答
へ
た
。「
寒
く
な
い
。」「
ほ
ん
た

う
に
。」「
寒
く
な
い
。」
傍
に
寝
て
ゐ
る
誰
か
が
私
た
ち
を
見
て
笑
つ

た
。「
こ
の
子
は
だ
る
ま
が
お
好
き
な
や
う
だ
。
い
つ
ま
で
も
黙
つ

て
だ
る
ま
を
見
て
ゐ
る
。」

　
「
私
」
は
「
玩
具
」
と
「
言
葉
を
交
」
す
の
で
あ
り
、
し
か
も
「
誰
」
も

そ
の
こ
と
に
気
付
か
な
い
。「
玩
具
」
後
半
に
置
か
れ
る
十
の
断
片
に
は
、

「
大
人
」
と
は
隔
絶
さ
れ
た
中
で
の
�
世
界
�
と
の
交
感
と
疎
外
が
次
々

と
描
か
れ 
る
。  
「
だ
る
ま
、」
と
「
言
葉
」
で
呼
び
か
け
、「
寒
く
な
い
」

�
�

��
�

�

か
と
皮
膚
感
覚
に
つ
い
て
の
終
る
こ
と
の
な
い
問
答
で
あ
る
こ
と
は
興
味

深
い
。
第
三
断
片
は
「
も
の
の
名
前
」
に
つ
い
て
、「
ふ
さ
わ
し
い
名
前
で

あ
る
な
ら
、
よ
し
聞
か
ず
と
も
、
ひ
と
り
で
に
判
っ
て
来
る
も
の
だ
。
私

は
、
私
の
皮
膚
か
ら
聞
い
た
。
ぼ
ん
や
り
物
象
を
見
つ
め
て
い
る
と
、
そ

の
物
象
の
言
葉
が
私
の
肌
を
く
す
ぐ
る
。」
と
あ
り
、「
ど
う
し
て
も
呑
み

こ
め
な
か
つ
た
名
前
」
で
あ
る
「
ヒ
ト
」
は
、
記
憶
を
遡
る
に
つ
れ
て
、

第
七
、
八
断
片
で
は
「
馬
」
と
名
指
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
断
片
へ
と
遡
行
す
る
前
に
用
意
さ
れ
た
冒
頭
の
テ
ク
ス
ト
に

大
き
な
仕
掛
け
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
行
論
の
積
み
重
ね
が
あ
る
。

安
藤
は
「
語
り
手
が
プ
ロ
ッ
ト
の
効
果
を
十
全
に
知
覚
し
て
お
か
ね
ば
な

ら
ぬ
と
い
う
信
仰 　
　

〈
姿
勢
〉　
　
 
の
完
璧
に
と
り
つ
か
れ
、
散
文

の
叙
述
機
能
そ
の
も
の
へ
の
限
界
を
口
に
し
た
ま
さ
に
そ
の
瞬
間
に
、
そ

れ
と
は
対
極
を
な
す
〈
情
念
の
模
範
〉　
　
 
十
個
の
断
章 　
　
 
が
う
か

び
上
が
っ
て
く
る
」
構
造
を
指
摘
す 
る
。  
「
葉
」「
玩
具
」
に
「
散
文
と
詩

�
�

��
�

�

と
の
交
差
点
」
を
見
る
安
藤
論
は
大
國
に
受
け
継
が
れ
、「「
玩
具
」
は
物

語
る
時
間
を
限
定
せ
ず
に
、
そ
の
枠
を
取
り
外
し
、「（
未
完
）」
と
付
記
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
、〈
物
語
る
私
〉
の
物
語
が
立
ち
現
わ
れ
、「
詩
」
的
空

間
を
抽
出
す
る
」
と
解
析
さ
れ 
た
。  
山
�
正
純
は
、「
意
志
的
自
我
の
明
証

�
�

��
�

�

性
を
構
成
す
る
、
原
基
と
し
て
の
言
語
」
が
「
あ
り
き
た
り
の
他
者
の
、

し
か
も
不
特
定
多
数
に
よ
っ
て
語
り
継
が
れ
て
き
た
子
守
歌
の
詞
で
あ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
自
我
の
言
葉
で
あ
り
、
同
時
に
他
者
で
あ
る
こ
と
を
発

���
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見
す
る
」
と
分
析
し
、
第
十
断
片
に
至
る
ま
で
の
論
理
的
帰
結
を
提
示
し

て
い 
る
。 

�
�

��
�

�

　

と
こ
ろ
で
、「
葉
」
で
は
大
久
保
が
最
晩
年
の
芥
川
と
の
関
連
を
示
し
て

い
た
が
、
佐
藤
泰
正
も
「
フ
ラ
グ
メ
ン
タ
ル
な
志
向
の
傾
斜
」・「
抒
情
の

静
謐
な
旋
律
」・「
作
品
と
い
う
ト
ル
ソ
、
あ
る
い
は
ボ
デ
ィ
そ
の
も
の
へ

の
信
頼
」
等
を
挙
げ
、
そ
の
先
に
「
道
化
の
華
」
の
登
場
を
跡
付
け
て
い

る
。
だ
が
、「
よ
り
正
確
に
は
「
彼
は
『
或
阿
呆
の
一
生
』
を
書
き
上
げ
た

後
、
偶
然
或
古
道
具
屋
の
店
に
�
製
の
白
鳥
の
あ
る
の
を
見
つ
け
た
」
と

い
う
部
分
に
こ
だ
わ
れ
ば
、「
�
製
」
と
は
自
身
の
存
在
な
ら
ぬ
、
こ
の
フ

ラ
グ
メ
ン
ト
の
集
積
と
し
て
の
『
或
阿
呆
の
一
生
』
自
体
を
指
し
て
い
た

と
み
る
べ 
き
」  
と
の
指
摘
は
、「
葉
」
で
は
未
だ
萌
芽
に
過
ぎ
な
か
っ
た
方

�
�

��
�

�

法
論
が
「
玩
具
」
に
お
い
て
意
識
化
さ
れ
た
側
面
を
考
え
る
際
に
有
効
で

あ
る
。
中
村
三
春
は
、「「
葉
」
や
「
思
ひ
出
」
に
な
く
「
玩
具
」
に
あ
る

も
の
、
そ
れ
は
、
書
く
こ
と
に
つ
い
て
の
自
己
言
及
に
ほ
か
な
ら
な
」
ず
、

「「
嘘
」
と
し
て
の
小
説
論
を
前
段
に
置
く
「
玩
具
」
に
お
い
て
、「
こ
れ

ら
は
す
べ
て
嘘
で
あ
る
」
と
い
う
虚
構
の
識
別
付
与
は
、
決
し
て
特
定
の

言
葉
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
の
全
要
素
に
及
ぶ
も
の
と
も
読
め

る
。
す
な
わ
ち
「
玩
具
」
が
根
源
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
語

れ
ば
語
る
ほ
ど
、
そ
れ
は
根
源
回
帰
の
不
可
能
性
も
を
含
意
す
る
」
と
喝

破
し 
た
。 

�
�

��
�

�

　

本
論
に
お
い
て
も
、『
晩
年
』
の
諸
テ
ク
ス
ト
に
は
〈
ふ
る
さ
と
〉
に
纏

わ
る
言
説
が
散
在
し
て
い
る
も
の
の
、
い
わ
ゆ
る
実
体
論
的
な
〈
ふ
る
さ

と
〉
を
回
避
し
、
虚
構
上
の
�
都
鄙
�
の
遠
近
に
「
物
語
」
を
置
換
し
て

い
る
こ
と
を
論
じ
て
き
た
。
ま
さ
に
「
玩
具
」
と
は
、
い
わ
ゆ
る
「
物
語
」

を
駆
動
さ
せ
る
あ
ら
ゆ
る
遠
近
法
を
、
よ
り
微
分
化
さ
れ
た
「
言
葉
」
自

体
へ
と
破
砕
す
る
装
置
で
あ
ろ
う
。
そ
の
在
り
様
を
確
認
し
、『
晩
年
』
の

中
で
の
「（
未
完
）」
の
刻
印
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
が
、「
鍵
」
と
な
る
の

は
、「
葉
」
第
九
断
片
を
連
想
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
、「
玩
具
」
第
九
断

片
で
あ
る
。
二
つ
を
並
べ
る
。

　

さ
や
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
の
婆
様
ほ
ど
お
美
し
い
婆
様
も
そ
ん

な
に
あ
る
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
。
昨
年
の
夏
お
歿
く
な
り
に
な

ら
れ
ま
し
た
け
れ
ど
、
そ
の
御
死
顔
と
言
つ
た
ら
、
す
ご
い
ほ
ど
美

し
い
と
は
あ
れ
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
。
白
蝋
の
御
両
頬
に
は
、
あ
の
夏

木
立
の
影
も
映
ら
む
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
に
お
美
し

く
て
い
ら
つ
し
や
る
の
に
、
縁
遠
く
て
、
一
生
鉄
漿
を
お
附
け
せ
ず

に
お
暮
し
な
さ
つ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
わ
し
と
い
ふ
万
年
白
歯
を
餌
に
し
て
、
こ
の
百
万
の
身
代
が
で

き
た
あ
の
ぢ
や
ぞ
え
。」

　

富
本
で
こ
な
れ
た
渋
い
声
で
御
生
前
よ
く
か
う
言
ひ
言
ひ
し
て
居

ら
れ
ま
し
た
か
ら
、
い
づ
れ
こ
れ
に
は
面
白
い
因
縁
で
も
あ
る
で
ご

ざ
い
ま
せ
う
。﹇
…
﹈　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「
葉
」）

　

私
の
祖
母
が
死
ん
だ
の
は
、
か
う
し
て
様
様
に
指
折
り
か
ぞ
へ
な

が
ら
計
算
し
て
み
る
と
、
私
の
生
後
八
カ
月
目
の
こ
ろ
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
と
き
の
思
ひ
出
だ
け
は
、
霞
が
三
角
形
の
裂
け
目
を
作
つ

���
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��
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て
、
そ
こ
か
ら
白
昼
の
透
明
な
空
が
だ
い
じ
な
肌
を
覗
か
せ
て
ゐ
る

や
う
に
そ
ん
な
案
配
に
は
つ
き
り
し
て
ゐ
る
。
祖
母
は
顔
も
か
ら
だ

も
小
さ
か
つ
た
。
髪
の
か
た
ち
も
小
さ
か
つ
た
。
胡
麻
粒
ほ
ど
の
桜

の
花
弁
を
一
ぱ
い
に
散
ら
し
た
縮
緬
の
着
物
を
着
て
ゐ
た
。
私
は
祖

母
に
抱
か
れ
、
香
料
の
さ
は
や
か
な
匂
ひ
に
酔
ひ
な
が
ら
、
上
空
の

烏
の
喧
嘩
を
眺
め
て
ゐ
た
。
祖
母
は
、
あ
な
や
、
と
叫
ん
で
私
を
畳

の
う
へ
に
投
げ
飛
ば
し
た
。
こ
ろ
げ
落
ち
な
が
ら
私
は
祖
母
の
顔
を

見
つ
め
て
ゐ
た
。
祖
母
は
下
顎
を
は
げ
し
く
ふ
る
は
せ
、
二
度
も
三

度
も
真
白
い
歯
を
打
ち
鳴
ら
し
た
。
や
が
て
こ
ろ
り
と
仰
向
き
に
寝

こ
ろ
が
つ
た
。
お
ほ
ぜ
い
の
ひ
と
た
ち
は
祖
母
の
ま
は
り
に
駈
せ
集

ひ
、
一
斉
に
鈴
虫
み
た
い
な
細
い
声
を
出
し
て
泣
き
は
じ
め
た
。
私

は
祖
母
と
な
ら
ん
で
寝
こ
ろ
が
り
な
が
ら
、
死
人
の
顔
を
だ
ま
つ
て

見
て
ゐ
た
。
臈
た
け
た
祖
母
の
白
い
顔
の
、
額
の
両
端
か
ら
小
さ
い

波
が
ち
り
ち
り
と
起
り
、
顔
一
め
ん
に
そ
の
皮
膚
の
波
が
ひ
ろ
が
り
、

み
る
み
る
祖
母
の
顔
を
皺
だ
ら
け
に
し
て
し
ま
つ
た
。
人
は
死
に
、

皺
は
に
は
か
に
生
き
、
う
ご
く
。
う
ご
き
つ
づ
け
た
。
皺
の
い
の
ち
。

そ
れ
だ
け
の
文
章
。
そ
ろ
そ
ろ
と
堪
へ
が
た
い
悪
臭
が
祖
母
の
懐
の

奥
か
ら
這
ひ
出
た
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「
玩
具
」）

　

こ
こ
で
確
認
し
た
い
の
は
、「
哀
蚊
」
の
「
私
」
は
「
婆
様
」
の
死
を

語
っ
た
後
に
「
幽
霊
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
続
け
て
い
く
が
、「
玩
具
」
第
九

断
片
の
「
祖
母
が
死
ん
だ
」「
思
ひ
出
」
は
、
断
片
の
ま
ま
他
の
諸
断
片
と

繋
が
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
十
の
断
片
は
順
に
「
三
歳
二
歳
一
歳
の
と
き

の
記
憶
」
で
あ
る
か
も
し
れ
ず
、「
一
日
に
た
つ
た
五
六
行
づ
つ
書
い
」
た

の
か
も
し
れ
ず
、「
こ
れ
ら
は
す
べ
て
嘘
で
あ
る
」
の
か
も
し
れ
ず
、
そ
の

す
べ
て
か
も
し
れ
な
い
。
遡
行
と
断
片
化
の
た
め
、「
嘘
」
の
中
の
線
条
性

も
保
証
さ
れ
な
い
。「
哀
蚊
」
で
は
、
語
り
の
途
中
に
差
し
挟
ま
れ
る
「
婆

様
」
の
死
を
担
保
と
し
な
が
ら
、「
物
語
」
と
「
婆
様
」
の
美
に
耽
溺
す
る

「
私
」
の
意
識
が
瀰
漫
し
て
い
く
が
、「
玩
具
」
で
は
、「
皺
」
に
つ
い
て

の
言
及
に
収
斂
さ
れ
る
。
佐
藤
は
、
こ
の
「
皺
」
と
は
「〈
言
葉
〉
そ
の
も

の
」
で
あ
り
、「
一
切
を
読
み
と
り
、
つ
か
み
と
る
表
現
者
の
宿
命
が
し
い

ら
れ
た
、
そ
の
意
識
の
顫
動
そ
の
も
の
」
と
推
論
す 
る
。   
中
村
は
解
釈
の

�
�

��
�

�

行
き
過
ぎ
を
制
し
、「
最
低
限
み
と
め
ら
れ
る
の
は
、
誰
も
知
ら
ぬ
死
者
の

皮
膚
の
微
細
な
変
化
を
そ
の
感
覚
に
よ
っ
て
記
述
す
る
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
で

あ
る
」
と
判
断
す 
る
。  
た
だ
『
晩
年
』
を
書
物
と
し
て
眺
め
た
と
き
、
や

�
�

��
�

�

は
り
こ
の
「
雛
」
の
「
老
女
」
を
連
想
さ
せ
る
「
婆
様
」
／
「
祖
母
」
の

差
異
と
配
置
に
は
注
目
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

ま
ず
、「
婆
様
」
の
死
の
光
景 　
　

「
御
死
顔
」
は
飽
く
ま
で
「
す
ご

い
ほ
ど
美
し
い
」
の
で
あ
り
、「
白
蝋
の
御
両
頬
」
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て

い
る
。
そ
し
て
「
万
年
白
歯
」
に
関
す
る
台
詞
が
挿
入
さ
れ
る
が
、
や
は

り
そ
の
死
は
、「
粋
」
な
声
の
記
憶
と
と
も
に
保
存
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ

う
。
こ
の
後
に
続
く
の
は
、「
婆
様
」
が
一
度
も
「
縮
緬
の
縫
紋
の
御
羽
織
」

を
離
さ
な
か
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
の
で
あ
る
。『
晩
年
』
の
巻
頭
で
こ
の

「
婆
様
」
の
死
に
接
し
た
な
ら
ば
、
巻
末
間
近
に
置
か
れ
た
「
玩
具
」
で

の
「
祖
母
」
の
死
に
お
い
て
、「
白
蝋
」
と
は
対
照
的
な
「
皺
」
へ
と
、
読

み
手
の
意
識
は
向
か
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
だ
る
ま
」と
の
問
答
が

���
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典
型
的
だ
が
、「
玩
具
」
の
断
片
に
は
皮
膚
感
覚
に
纏
わ
る
も
の
が
多
く
、

こ
の
第
九
断
片
に
し
て
も
、「
白
昼
の
透
明
な
空
が
だ
い
じ
な
肌
を
覗
か

せ
て
」
の
隠
喩
に
始
ま
り
、「
白
い
顔
」
の
「
一
め
ん
に
そ
の
皮
膚
の
波
が

ひ
ろ
が
」
る
過
程
が
具
に
描
写
さ
れ
る
。
ま
た
「
万
年
白
歯
」
の
「
婆
様
」

に
対
し
て
、「
祖
母
」
は
「
下
顎
を
は
げ
し
く
ふ
る
は
せ
、
二
度
も
三
度
も

真
白
い
歯
を
打
ち
鳴
ら
し
」て
果
て
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
で「
婆
様
」／「
祖

母
」
は
と
も
に
そ
の
存
在
を
「
白
」
の
色
彩
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
「
臈
た
け
た
祖
母
の
白
い
顔
」
は

「
皺
だ
ら
け
」
と
な
り
、
そ
し
て
、「
人
は
死
に
、
皺
は
に
は
か
に
生
き
、

う
ご
く
。
う
ご
き
つ
づ
け
た
。
皺
の
い
の
ち
。
そ
れ
だ
け
の
文
章
」
が
続

く
の
で
あ
る
。

　

こ
の
一
連
の
「
文
章
」
＝
「
言
葉
」
が
多
義
性
に
富
む
こ
と
は
中
村
の

指
摘
す
る
通
り
だ
が
、
こ
の
解
釈
の
袋
小
路
（「
白
」
は
紙
を
連
想
さ
せ
る
、

等
）
に
迷
い
込
む
こ
と
か
ら
一
旦
身
を
引
い
た
と
き
、
二
つ
の
断
片
に
横

断
線
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。「
婆
様
」は「
縮
緬
の
縫
紋
の
御
羽
織
」を

離
さ
な
か
っ
た
が
、「
祖
母
」
も
ま
た
「
胡
麻
粒
ほ
ど
の
桜
の
花
弁
を
一
ぱ

い
に
散
ら
し
た
縮
緬
の
着
物
」
を
着
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
「
縮
緬
」
が
、

一
方
で
は
「
婆
様
」
の
「
粋
」
へ
の
フ
ェ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
し
て
、
も
う
一

方
で
は
、
あ
た
か
も
「
皺
」
の
代
補
と
し
て
「
私
」
と
「
祖
母
」
の
間
の

境
界
面
を
作
っ
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
。「
婆
様
」
は
「
私
の
寝
巻
を
み

ん
な
お
剥
ぎ
と
り
に
な
」
り
、「
輝
く
ほ
ど
お
綺
麗
な
御
素
肌
を
お
む
き
だ

し
下
さ
つ
て
、
私
を
抱
い
て
お
寝
に
な
」
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し

「
玩
具
」
第
九
断
片
の
「
私
」
は
、「
縮
緬
の
着
物
」
を
着
た
「
祖
母
に
抱

か
れ
、
香
料
の
さ
は
や
か
な
匂
ひ
に
酔
」
う
。
そ
し
て
そ
の
ま
ま
「
祖
母
」

の
死
の
瞬
間
に
立
ち
会
う
こ
と
に
な
る
が
、「
縮
緬
」
と
「
さ
は
や
か
な
匂

ひ
」
は
、
や
が
て
「
皺
」
と
「
堪
へ
が
た
い
悪
臭
」
へ
と
二
重
写
し
に
な
っ

て
い
く
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
こ
そ
が
、「
葉
」
第
十
二
断
片
に
あ
っ
た

よ
う
な
、「
散
る
ま
で
青
い
」「
葉
」
と
「
き
た
な
い
汁
を
は
じ
き
だ
」
す

「
花
」
の
「
渾
沌
」
で
は
な
い
の
か
。
死
の
瞬
間
に
刻
み
込
ま
れ
る
「
皺
」

は
、
常
に
既
に
、「
桜
の
花
弁
」
の
「
縮
緬
」
と
し
て
皮
膚
と
隣
り
合
っ
て

い
る
と
い
う
感
触
。『
晩
年
』
の
中
で
は
、
決
し
て
来
歴
を
明
か
さ
な
い

「
縮
緬
」
の
微
細
な
「
皺
」
が
、
い
つ
と
言
わ
ず
、「
婆
様
」、「
祖
母
」、

「
私
」
の
皮
膚
に
生
死
の
遠
近
を
狂
わ
せ
た
ま
ま
触
れ
、「
う
ご
き
つ
づ

け
」
る
。
死
と
生
の
往
還
に
�
都
鄙
�
の
幻
像
を
折
り
重
ね
な
が
ら
、「
縮

緬
」
は
『
晩
年
』
に
お
け
る
「
い
の
ち
」
の
両
義
性
を
象
る
の
だ
。「
玩

具
」
冒
頭
の
「
私
」
は
「
幽
霊
で
な
い
と
い
ふ
こ
と
」
を
確
認
さ
れ
る
が
、

「
哀
蚊
」
に
お
け
る
「
婆
様
」
／
「
幽
霊
」
の
「
渾
沌
」
を
書
い
た
「
彼
」

と
、
第
九
断
片
で
「
皺
の
い
の
ち
」
／
「
そ
れ
だ
け
の
文
章
」
と
い
う
多

義
性
に
満
ち
た
「
言
葉
」
の
欠
片
を
並
列
さ
せ
る
「
私
」（
冒
頭
の
「
私
」

と
は
別
位
相
）
と
は
、「
作
品
」
／
「
文
章
」
と
、
扱
う
「
言
葉
」
の
水
準

に
ず
れ
が
あ
る
に
せ
よ
、
極
め
て
近
い
（
し
か
し
同
じ
で
は
な
い
）
存
在

な
の
で
は
な
い
か
。

　

い
ま
も
な
ほ
私
の
耳
朶
を
く
す
ぐ
る
祖
母
の
子
守
歌
。「
狐
の
嫁

入
り
、
婿
さ
ん
居
な
い
。」
そ
の
余
の
言
葉
は
な
く
も
が
な
。（
未
完
）

���



　

こ
の
最
後
の
断
片
に
お
い
て
、「
耳
朶
を
く
す
ぐ
る
」
皮
膚
感
覚
を
「
い

ま
」
も
持
続
す
る
「
私
」（
第
九
断
片
の
「
私
」
と
は
別
位
相
か
も
し
れ
な

い
）
が
、「
祖
母
の
子
守
歌
」
の
み
を
残
し
「
そ
の
余
の
言
葉
」
へ
の
欲
望

を
断
ち
切
る
こ
と
。「
作
品
」
か
ら
「
文
章
」
へ
と
寸
断
さ
れ
、
遂
に
「
言

葉
」
が
無
際
限
に
途
切
れ
る
「（
未
完
）」
が
刻
ま
れ
る
。
こ
こ
が
、『
晩

年
』
に
響
く�

N
everm

ore�

が
収
束
す
る
、
書
物
の
〈
ふ
る
さ
と
〉
で

は
な
い
か
。「
陰
火
」
で
、「
尼
」
が
「
二
寸
ほ
ど
の
人
形
」
と
な
り
、「
浅

黒
い
頬
は
笑
つ
た
ま
ま
で
凝
結
し
、
雨
滴
ほ
ど
の
唇
は
尚
う
す
赤
く
、
け

し
粒
ほ
ど
の
白
い
歯
は
き
つ
ち
り
並
ん
で
生
へ
そ
ろ
つ
て
ゐ
た
」
こ
と
。

「
め
く
ら
草
紙
」
で
、「
草
花
の
名
ま
へ
」
を
「
原
稿
用
紙
に
書
き
」、「
涙

が
出
」
て
「
は
だ
か
の
胸
に
ま
で
這
ひ
流
れ
」、「
生
れ
て
、
は
じ
め
て
の

醜
を
さ
ら
す
」
こ
と
。「
物
語
」、「
短
篇
」、「
文
章
」、
あ
ら
ゆ
る
「
言
葉
」

を
収
め
得
る
「
玩
具
箱
」
は
、
い
わ
ば
底
に
穴
の
開
い
た
「
花
」
の
「
器
」

で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、「
皺
」
を
深
く
刻
む
「
古
雛
の
首
」
が
、「
縮
緬
」

さ
え
纏
わ
ず
、
た
だ
転
が
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。「
玩
具
」
末
尾
の

「（
未
完
）」
は
、『
晩
年
』
と
い
う
書
物
の
在
り
様
を
最
深
層
か
ら
名
指
し
、

「
い
ま
」
も
「
そ
の
余
の
言
葉
」 　
　
 
行
っ
て
し
ま
っ
た
「
こ
の
水
」
へ

と
響
き
続
け
る
の
だ
。

�（
�
）　

安
藤
宏
「『
晩
年
』
と
�
津
軽
�
」（「
上
智
大
学
国
文
学
科
紀
要
」

一
九
九
五
・
三
）
は
、『
晩
年
』
に
散
在
す
る
〈
ふ
る
さ
と
〉
表
象
の

機
能
を
考
察
し
て
お
り
示
唆
に
富
む
。

（
�
）　

紅
野
謙
介
「
侵
入
す
る
肖
像
写
真
」（『
書
物
の
近
代　

メ
デ
ィ
ア
の

文
学
史
』
一
九
九
二
・
一
〇
、
筑
摩
書
房
）
は
、
こ
の
肖
像
写
真
が

「
い
わ
ば
葬
式
写
真
を
演
じ
て
い
た
」
と
指
摘
し
、
松
本
和
也
「〈
性

格
破
綻
者
〉
へ
の
道
程�　
　

『
晩
年
』・「
創
生
記
」・
第
三
回
芥
川
賞
」

（『
昭
和
十
年
前
後
の
太
宰
治　
〈
青
年
〉・
メ
デ
ィ
ア
・
テ
ク
ス
ト
』

二
〇
〇
九
・
三
、
ひ
つ
じ
書
房
）
は
、「
死
を
め
ぐ
る
断
章
を
多
く
配

し
た
「
葉
」
や
、
心
中
未
遂
事
件
を
物
語
内
容
と
す
る
「
道
化
の
華
」

等
は
、
小
説
の
内
容
と
、
肖
像
写
真
が
孕
み
込
ん
だ
意
味
内
容
の
相
乗

効
果
に
よ
り
、
新
た
な
意
味
（
あ
る
い
は
リ
ア
リ
テ
ィ
）
を
産
み
出
し

て
い
っ
た
」
と
分
析
す
る
。

（
�
）　

奥
野
健
男
「
作
家
と
作
品
」（『
日
本
文
学
全
集　
　

太
宰
治
』
一
九

��

六
七
・
九
、
集
英
社
）

（
�
）　

東
郷
克
美
「
小
説
の
小
説�　
　

「
晩
年
」
の
実
験
��　
　
�
」（『
太

宰
治
と
い
う
物
語
』
二
〇
〇
一
・
三
、
筑
摩
書
房
）

（
�
）　

関
井
光
男
「『
晩
年
』」（「
解
釈
と
鑑
賞
」
一
九
九
六
・
六
）
参
照
。

滝
口
明
祥
「
太
宰
治
の
エ
デ
ィ
タ
ー
シ
ッ
プ�　
　

『
晩
年
』
か
ら
『
太

宰
治
全
集
』
ま
で�　
　

」（「
学
習
院
大
学
人
文
科
学
論
集
」
二
〇
〇

七
・
一
〇
）
は
、
太
宰
の
作
家
的
営
為
全
般
に
「
エ
デ
ィ
タ
ー
シ
ッ
プ
」

を
認
め
、『
晩
年
』
を
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
手
法
と
結
び
付
け
て
い
る
。

（
�
）　

渡
部
芳
紀「「
晩
年
」試
論�　
　
�
「
道
化
の
華
」を
中
心
に�　
　
�
」（
無

頼
文
学
研
究
会
編
『
太
宰
治
�
―
羞
え
る
狂
言
師
』
一
九
七
七
・
一
二
、

教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
）

（
�
）　

鳥
居
邦
朗
「『
晩
年
』
論
（
一
）」（『
太
宰
治
論　

作
品
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
』
一
九
八
二
・
九
、
雁
書
館
）

（
�
）　

安
藤
宏
「『
晩
年
』
論�　
　
�
そ
の
再
評
価
の
た
め
の
視
点
と
方
法�

　
　
�
」（「
解
釈
と
鑑
賞
」
一
九
八
七
・
四
）

（
�
）　

芥
川
龍
之
介
「
西
方
の
人
」（「
改
造
」
一
九
二
七
・
八
）
の
「　
　��

故
郷
」は
、「
勿
論
又
あ
ら
ゆ
る
ク
リ
ス
ト
は
故
郷
に
入
れ
ら
れ
な
か
つ

た
の
に
違
ひ
な
い
。
現
に
ポ
オ
を
入
れ
た
も
の
は
ア
メ
リ
カ
で
は
な

い
フ
ラ
ン
ス
だ
つ
た
。」
と
結
び
、
断
章
「　
　

詩
人
」
へ
と
繋
げ
る
。

��

���



（　

）　

渡
部
芳
紀
「
テ
ク
ス
ト
評
釈
「
葉
」」（『
太
宰
治　

心
の
王
者
』
一

��

九
八
四
・
五
、
洋
々
社
）
に
指
摘
が
あ
る
が
、
中
村
三
春
「「
葉
」
評

釈
��　
　
�
引
用
と
フ
ラ
グ
メ
ン
ト�　
　
�
」（「
太
宰
治
研
究　

」
二
〇

��

〇
六
・
六
）
は
、「
葉
」
に
引
用
さ
れ
た
箇
所
に
「
芥
川
色
」
は
な
い

と
す
る
。

（　

）　

大
久
保
典
夫
「「
葉
」
論
ノ
オ
ト�　
　
�
芥
川
龍
之
介
と
の
関
連
を
中

��

心
に�　
　
�
」（「
太
宰
治
研
究
�
」
一
九
九
四
・
六
）

（　

）　

東
郷
克
美「
逆
行
と
変
身�　
　
�
作
家「
太
宰
治
」の
誕
生�　
　

」（『
太

��

宰
治
と
い
う
物
語
』
同
）

（　

）　

渡
部
芳
紀「
習
作
期
の
太
宰
治
」（「
解
釈
と
鑑
賞
」一
九
七
四
・
一
二
）

��
（　

）　

清
水
康
次
「
芥
川
龍
之
介
と
太
宰
治�　
　

「
雛
」
の
語
り
と
「
哀

��

蚊
」
の
語
り�　
　
�
」（「
太
宰
治
研
究
�
」
一
九
九
七
・
七
）

（　

）　

中
村
三
春「「
葉
」評
釈
��　
　
�
ア
イ
ロ
ニ
ー
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン�　
　
�
」

��

（「
太
宰
治
研
究　

」
二
〇
〇
七
・
六
）

��

（　

）　

渡
部
芳
紀
「
テ
ク
ス
ト
評
釈
「
葉
」」（
同
）

��
（　

）　
「
創
作
合
評
」（「
新
潮
」
一
九
二
三
・
四
）

��
（　

）　

安
藤
宏
「「
哀
蚊
」
の
系
譜�　
　
�
習
作
時
代
の
太
宰
治
」（「
太
宰
治

��

�
」
一
九
八
八
・
七
）

（　

）　

三
谷
憲
正
「
太
宰
治
「
葉
」
試
論�　
　

�
資
料
�
と
�
伝
説
�
の

��

〈
距
離
〉」（『
太
宰
文
学
の
研
究
』
一
九
九
八
・
五
、
東
京
堂
出
版
）

（　

）　

大
國
眞
希
「
太
宰
治
「
玩
具
」
論�　
　

「
東
京
八
景
」
と
の
比
較

��

を
視
座
と
し
て�　
　
�
」（「
昭
和
女
子
大
学
大
学
院
日
本
文
学
紀
要
」

一
九
九
五
・
三
）

（　

）　

服
部
康
喜「〈
私
〉と
い
う「
堕
天
使
」　
　

「
玩
具
」の
擬
態�　
　
�
」

��

（『
終
末
へ
の
序
章�　
　
�
太
宰
治
論�　
　
�
』
二
〇
〇
一
・
三
、
日
本

図
書
セ
ン
タ
ー
）は
、「
意
味
へ
の
飢
餓
と
意
味
へ
の
自
足
は
二
項
対
立

的
風
景
を
形
成
し
つ
つ
、
同
一
内
容
を
語
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
端

的
に
そ
れ
ら
は
、
天
才
＝
選
ば
れ
た
者
の
表
徴
な
の
だ
。」と
指
摘
す
る
。

（　

）　

安
藤
宏
「『
晩
年
』
に
お
け
る
�
詩
�
と
�
小
説
�　
　
�
太
宰
治「
玩

��

具
」「
葉
」論�　
　
�
」（「
上
智
大
学
国
文
科
紀
要
」
一
九
九
二
・
一
）

（　

）　

大
國
眞
希
・
前
掲
（　

）
論
文

��

��

（　

）　

山
�
正
純
「「
玩
具
」
の
系
譜
学
」（『
転
形
期
の
太
宰
治
』
一
九
九

��

八
・
一
、
洋
々
社
）

（　

）　

佐
藤
泰
正「『
玩
具
』論�　
　

『
晩
年
』の
中
の
一
視
点
と
し
て
」（『
佐

��

藤
泰
正
著
作
集
⑤　

太
宰
治
論
』
一
九
九
七
・
二
、
翰
林
書
房
）

（　

）　

中
村
三
春
「
捏
造
・
収
集
・
サ
ン
プ
リ
ン
グ�　
　

「
玩
具
」　
　

」

��

（『
係
争
中
の
主
体　

漱
石
・
太
宰
・
賢
治
』
二
〇
〇
六
・
二
、
翰
林

書
房
）

（　

）　

佐
藤
泰
正
・
前
掲
（　

）
論
文

��

��

（　

）　

中
村
三
春
・
前
掲
（　

）
論
文

��

��

���


